
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・個に応じた学習を進め、学習内容の定
着を図る。

○「学び合いやＩＣＴを活用した学習を通
して、自分の考えを深めたり、広げたり
することができる」と回答する生徒の割
合を８０％以上にする。

・グループ活動やＩＣＴを活用した学習活
動を半分以上の授業で実践する。
・校内研究で「ピアサポート」についての
研修を深め、学級経営や授業で実践す
る。

A

・校内研修でICTの活用事例の研修を行い、授業で実践することに
よって、ICTを活用した学習を通して自分の考えを深めたり、広げたり
することができたと回答した生徒が８４％であった。
・生徒の９２％が、授業を通して「こんなことが分かった」「なるほど、こ
のように考えたらいいんだ」と感じることができている。
・各教科でグループ学習を取り入れ、課題解決学習に向けた学び合い
を行った。しかし、深い学び合いになっていないところが今後の課題で
ある。

A
・生徒や保護者より高い評価を受けているの
が素晴らしい。家庭学習には課題がある。

・教務主任
・学力向上コーディネー
ター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○「学校行事、生徒会活動、係活動等に
積極的に取り組んでいる」と答える生徒
の割合を８０％以上にする。

・定期的にGWTやエンカウンター、ア
サーションを取り入れ、互いを認め合う
授業に取り組む。
・生徒・教師・保護者による挨拶運動を
実施する。
・ボランティア活動を活性化する。

B

・道徳や学活、総合の時間を使って、人権学習や
コミュニケーション能力及びアサーション能力など
の学習を行い、反差別の集団作りに取り組むこと
で、生徒間の人間関係が良い方向に進んだ。
・校内研究部会を定期的に開催し、実践や振り返
り改善を図ることで目的が達成できたように感じて
いる。

B

・学校行事に意欲的に取り組む姿勢は、素晴
らしい。
・ボランティア活動への関わり方に具体性を持
たせる必要がある。
・Aに近いBである。

・研究主任
・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当者
・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実を行う。

○「いじめや差別など、人の嫌がること
は絶対しない、許さないという態度で生
活している」と答える生徒の割合を昨年
度同様（95.8%）にする。

・年２回のhyper-QUの実施の分析・考
察を行う。
・いじめアンケートや心の健康アンケー
ト、日記・学活ノートを通して、早期発見
や早期対応を適切に行う。

B

・hyper-QUの実施後に分析や考察を行い、気になる生
徒や支援が必要な生徒の支援につなぐことができた。
・いじめアンケートや生活アンケートなどを通して生徒の
現状を把握することができ、いじめの早期発見や早期
対応につながった。今後も継続していきたい。

A
・職員の対応が、保護者にきちんと伝わって
いないのが残念である。

・生徒指導主事
・各学年主任

●生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動を行う。

●「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と答える生徒の割合を
８０％以上にする。
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的に答える生徒の割合を７５％
以上にする。

・全ての教科や学校行事を通してキャリ
ア教育を充実させ、夢や目標について
自ら考えさせる時間や場面を設ける。
・職業講話や職場体験などの学習を通
して、自ら将来のことを考える機会を設
ける。

B

・職場体験を地域との結びつきに重点を置きながら進
め、地域全体で協力して生徒への進路指導を行えた。
地域の応援態勢が徐々に形成されてきている。
・先輩と語る会を行い、卒業生と繋がりながら、具体的
な情報を得た。生徒は進路意識が高まり、今後の生活
を現実的にとらえ始めている。

B

・大多数の生徒が将来を考える機会があると
いうのは良い。
・全員が夢や目標を定める必要があるだろう
か。
・Aに近いBである。

・教務主任
・進路指導主事
・各学年主任

○優しさあふれる学校づくりを行う。 ○「学校が楽しいと答える」生徒の割合
を昨年度同様（87.5%）にする。

・定期的にGWTやエンカウンター、ア
サーションを取り入れ、互いを認め合う
授業に取り組む。
・いじめアンケートや心の健康アンケー
ト、日記・学活ノートを通して、早期発見
や早期対応を適切に行う。
・校内研究で「ピアサポート」についての
研修を深め、学級経営や授業で実践す
る。

B

・4人組やコの字型座席での授業形態を進め、互いの表
情を感じながら学習を進めていくこといで、生徒間が穏や
かな雰囲気になって、建設的な意見を徐々に出し合える
ようになってきた。一斉授業を脱却した生徒同士の学び
合いからの学習は、学力の向上だけでなく、互いのコミュ
ニケーション能力アップにも繋がっている。
・GWTなど積極的な指導や機会確保に努めることができ
た。また校内研究で決定した内容を各職員が意識すると
ともに、自身の職務範囲の中で研究内容を意識した実践
を取り入れたり要素として取り入れたりすることもできた。

A ・生徒が楽しい学校と捉えているのでよい。
・研究主任
・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当者
・各学年主任

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

❸「健康に良い食事をしている」と答える
生徒の割合を（80.0%）にする。

・「健康に良い食事」の大切さを保健だ
よりや、生徒会の昼の放送で呼びかけ
を行う。
・「早寝、早起き、朝ごはん」の大切さを
多くの場面で意識させ、自己の健康管
理に活かせるようにする。

B

・「健康に良い食事をしている」と答える生徒
が、77.0%であり、成果指数に3.0%届かなっ
た。
・生徒への働きかけだけでなく、家庭での生
活習慣の確立等について協力を仰ぎ、引き続
き取り組みを進めていく必要がある。

B
・家庭での取り組みが難しい現状もある。
・Aに近いBである。

・食育担当教員
・家庭科担当教員
・養護教諭

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週水曜日の定時退勤日を設定す
る。
・週二日の部活動休養日を設定する。
・学校閉庁日（8/12～8/16）を設定す
る。

B

・定時退勤日や部活動休養日の設定を行うこ
とができた。
・4～5月、9月と学期初めの時間外勤務が多
い。ICTを取り入れるなど、学期当初の業務効
率化を図る必要がある。

B

・業務を減らすのは難しいが、割り切るしかな
い。
・数値目標を立てた方がよい。
・Aに近いBである。

・管理職

○年次休暇の取得促進 ○年次休暇の取得を７日以上取得
した職員の割合を９０%以上にする。

・業務の効率化を図り、年次休暇の取得
が取りやすい職場環境に努める。

B

・一人７日以上の年次休暇の取得を推進したが、
８０％程度であった。
・「学校では、年次休暇が取得しやすい職場環境
に努めている」と肯定的に捉えている職員が90％
以上であるので、業務の効率化を図りながら、7日
以上の年休取得を100％に近づけたい。

B
・長期休業中での取得促進を続けてほしい。
・Aに近いBである。

・管理職

●特別支援教育の充実

○個々の生徒に応じたきめ細か
い対応

○「全職員で共通理解を図り、生徒の育
成に取り組んでいる」と答える職員の割
合を８０％以上にする。

・教育支援部会や生徒指導協議
会を通して、共通理解、共通実践を行
い、支援体制を強化する。
・特別支援教育コーディネーターを
中心に、積極的に支援会議を実
施する。

B

・生徒指導協議会や学年部会などを通して、
特別支援学級の生徒の情報交換を行うこと
ができた。
・時間割の設定の困難さを感じた。特別支援
学級の授業への人員配置に追われてしま
い、親学級で過ごしている生徒へのサポート
（TT）が難しかった。

B
・全職員で生徒の育成に取り組む意識が高い
のがよい。
・Aに近いBである。

・特別支援教育コーディ
ネーター
・学年主任
・養護教諭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導・教育相談の
充実

○生徒指導の重点指導方針を活かした
自己指導力の育成
○個に応じた支援の推進

○「自分のことが好きだ」と答える生徒
の割合を７０％以上にする。
○「先生に困ったことや悩みを相談でき
る」と答える生徒の割合を７５％以上に
する。

・生徒会と連携し、生徒の主体的な活動
を位置づける。
・学校教育目標を意識し、「みんなが楽
しいとは？」ということを生徒に問いなが
ら、全職員で、生徒同士、生徒と教師が
繋がり、互いに尊重し合う態度を育成す
る。

B

・生徒会を中心に、生徒が主体的に活動する
ことができ、学校の活性化につながった。
・学校教育目標を意識し、「みんなが楽しいと
思える学校にしたい」という意識が高まった。
また、生徒同士、生徒と教師が互いに尊重し
合おうという態度が育まれ、良い雰囲気で学
校生活を送ることができた。

A ・数値目標からも十分達成できている。

・生徒指導主事
・教育相談担当
・生徒会担当教員
・養護教諭

○保護者・地域に信頼され
る学校づくり

○学校の様子を通信等を通して情報発
信する。
○生徒、保護者に寄り添った対応を行
う。

○「海青中学校の教育活動に満足して
いる」と答える保護者の割合を７０％以
上にする。

・学校や生徒の様子を通信類（連絡帳・
学級通信等）を通して保護者に知らせ
る。
・保護者と連絡・相談等を密に行い、連
携・協力して生徒の指導にあたる。 A

・学校便り、学級通信等を定期的に発行する
ことができた。
・保護者からの相談では、管理職や生徒指導
主事との報告・相談を行い、学年職員を通し
て対応することができた。
・海青中学校の教育活動に満足していると肯
定的に捉えている保護者が88％であった。

A ・数値目標からも十分達成できている。

・管理職
・教務主任
・生徒指導主事
・学年主任
・養護教諭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

学校名 唐津市立海青中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研修や教材研究を通して授業改善を図り、グループ学習やICTの活用等を行い、自ら学ぶ生徒の育成に努める。
・職業講話や職場体験学習等、地域人材を活用してキャリア教育を進め、学校・保護者・地域で子どもたちの成長を支える事業を継続する。
・不登校生徒も多く、ＳＣ・ＳＳＷ・関係機関と連携を図りながら、未然防止・初期対応に努め、一人ひとりにきめ細やかな対応を行う。
・今年度同様、日常より子どもたちの言動に注意し、いじめをはじめとする生徒指導上の諸問題の未然防止・早期発見・早期対応・再発防止に心がける。また、子どもたちや保護者に寄り添いながら、信頼される学校づくりに邁進す
る。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全職員が、生徒に寄り添いながら教育活動を行っている。また、生徒会を中心に、生徒が自主的に各活動に取り組むことができているため、生徒会活動が活発化している。

・生徒の問題行動が減少している一方、不登校生徒の増加が大きな課題である。ＳＣ・ＳＳＷ・関係機関と連携を図りながら、一人ひとりへの対応を行っていく必要がある。

・各クラス、授業に落ち着いて取り組めているため、今後も学力向上のために授業改善を図っていく必要がある。

２　学校教育目標 「海青中を誇りに思う生徒の育成」～優しさあふれる学校に～

３　本年度の重点目標

(1)授業改善を図り、自ら学ぶ生徒の育成　　(2)自分から挨拶ができる生徒の育成

(3)安心して、学び生活できる集団を作る生徒の育成　(4)ボランティア精神にあふれた生徒の育成

(5)部活動の活性化　(6)家庭地域の連携


